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会社紹介



自己紹介

【所属】 IoT事業本部 IoT第一事業部
【名前】 清 雅人 （すみ まさと）

【経歴】
2008年から通信型OBD-II故障診断機開発や3G/LTEやwi-fi等を用いて
OBD-IIからプローブデータを収集するテレマティクスサービスの企画・開発・
販売を行う会社で取締役として新規事業開発、アライアンス担当として従事。

2017年にゼンリンデータコムに入社。
入社以来、現在に至るまで車載器やスマートデバイス等の機器から収集するプローブ情報やセンサー情報を用い
たテレマティクスの企画・販売に注力して活動。
大手の物流・運送会社様やリース会社様、営業車保有会社様に通信型のデジタコやドラレコのテレマティクス
サービス導入やシステム開発などの営業活動を行い、
情報収集するデバイスからクラウドサービスまで幅広い提案を実施している。

【特許】
特開2016-203933 ＯＢＤアダプタ及びその取り付け方法
特開2021-071851 シャーシ共有システム、端末装置および管理サーバ
特開2021-163031 タイヤ輪止め管理システム



ソリューション紹介

独自の高いテクノロジーを活用し、
ニーズや目的に 応じた法人車両向けソリューションを多数展開している。



2023年10月1日「EV・PHEVデータ管理システム「e-mobilog」」サービス提供開始



EVデータ管理システムの提供形態

EVデータ管理サービス提供形態は、SDKとSaaSから選択が可能
自社開発と比較して、どちらも「早期導入」と「スモールスタート」を実現



システム機能一覧



画面イメージ



画面イメージ



EVデータ収集ができる端末

車載端末を利用し、EV関連データが取得・蓄積の仕組みを構築

車載端末



サービス提供価値

「電力コスト抑制」、「管理工数削減」、「詳細なデータ収集」によって、
EVシフト後の車両運用をサポート*1 



電力料金抑制①
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■バッテリー残量(SOC)が可視化されるため、普段の車両の利用状況を加味して、余分な充電を防止できる。
■ピークを抑えることで契約電力が削減できれば、基本料金が下げられる。
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*1 P12と同様の前提で、毎営業日2台のEVを充電しなかった場合にて計算



電力料金抑制②

■バッテリー残量(SOC)は、車両ごとに充電タイミングを検討する材料にできる。
■電力使用量のピークをずらすことで契約電力が削減できれば、基本料金の上昇を防止できる。



管理工数の削減①

■充電状況が組織ごとに一目でわかるため、人の目によるプラグの刺し忘れ確認が不要に。
■充電不足が防止でき、翌日車両が使えるため、予備の車両準備・手配が不要に。
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管理工数の削減②

車両ごとのバッテリー残量を基準に、
いつ・どの車両を充電するべきか優先順位を付けた計画立案が可能。



EVデータの活用①

■EVとガソリン車のCO2排出量比較により、簡易に環境効果を可視化。
■各支社の車両SOH、SOC平均値を蓄積することで通常どこにどれだけバッテリーがあるか把握でき、BCP対策に活用可能。



EVデータの活用②

EV運用を通じて蓄積したデータを分析することで、コストを抑制したうえで自社に最適な更なるEVシフトを実現



EVデータの活用③

顧客へEV導入・関連サービスを展開する場合は、EV導入期である今からEVの利用実態をデータ蓄積することで
製品・サービスの改良、新規製品・サービスの立案に活用ができ、他社との差別化につなげられる



将来的な他システムとの連携可能性

将来的には充電システム、配車システム、エネルギーマネジメントシステム等との連携を検討しており、
取得データと各サービスを組み合わせることによって、業務効率化や、コスト削減を加速できる想定



ご利用までの流れ



お問い合わせ先

お問い合わせ先

E-mail

担当

【全般的なお問い合わせ】iot1@zenrin-datacom.net

【IoT第一事業部 西日本担当】多田（ただ）：n_tada@zenrin-datacom.net

【IoT第一事業部 東日本担当】堀野（ほりの）：a_horino@zenrin-datacom.net


